
 

 

院内感染対策について【入院】 

 

 

当院は『院内感染防止指針』に沿って医療の提供をします。 

これを遵守した場合であっても、院内での感染リスクを完全に除外できるわけではあ

りません。 

 

感染症患者が発生した場合には患者さんに対する一定期間の隔離措置あるいは必要

な検査をお願いすることがあります。 

また、患者さん自身に症状がない場合でスクリーニング検査（発症はしていなくても

感染を確認する検査）をお願いした場合には、その検査費用の負担はありません。 

一方、症状の有無にかかわらず感染が認められた場合には治療を要する場合がありま

す。この費用はご負担をいただくことがあります。 

 

感染症の治療が必要と判断された場合には部屋の移動をお願いすることがありま

す。 

ただし、感染症法の類型に則した隔離措置を行いますが、そのような取り決めのない

感染症（例えばインフルエンザや新型コロナウイルス感染症）であれば、入院の契機

となった疾患が治癒もしくは安定している場合、当該感染症の治癒を待たずに退院す

ることができます。 

 

感染症の発生状況により病院全体または病棟単位で一時的に面会制限をする場合が

あります。 

以上のことに関してご理解とご協力をお願い致します。 

 

京都ルネス病院 病院長 

 

 

 

 

更新日：2026 年 6月 1日 

 


